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1
推
薦

河田　次男
岡山市北区間
倉

農業 75 〇

平成29年4月～現在　足守土地改良区監事
令和元年4月～現在　農業経営（専業）
令和5年7月～現在　農地利用最適化推進委員

経営面積・作物等
田　44アール　米
畑　5アール　ジャガイモ、ナス、タマネ
ギ他
妻と農業に専従 〇

福谷地区連
合町内会

地域的な協
同活動

連合町内会
長･坪井 茂

約900人
地域に住
所を有する
者

当地域は、中山間地が多く過疎高齢化が進展しており担い手不足などから耕
作放棄地・休耕田も多い地域です。休耕田の発生防止・解消に向け農地所有
者等への働きかけなどを行い農地利用最適化推進委員とともに努力される
人であると思いますので推薦します。

2
応
募

井上　忠
岡山市中区藤
崎

農業 74 〇

2009年5月～2023年2月　副業として農業に従事
2023年3月～現在　農業専業
1981年4月～2009年3月　コンピュータ　ソフトウェア
開発会社にてシステムエンジニア
2009年5月～2015年3月　町内会各種役員に就任
2012年7月～2019年2月　アルバイト　老人ホーム宿
直、美装（建築現場、道路工事現場、施設）、スー
パーにて美装係
2019年2月～2023年2月　森泉建設㈱にて重機オペ
レーター

畑　普通野菜畑　1,789㎡
（大根、じゃがいも、さつまいも、小松
菜、青梗菜、水菜、にんじん、白菜、モ
ロヘイヤ、ブロッコリー等）
畑　果樹　2,000㎡
（柿、びわ、梅、みかん、すだち、ブ
ルーベリー） 〇

先祖代々の田・畑・山林を相続しました。その田・畑・山林の状況を考えると、
どうにかしなければと思い応募しました。
最近の社会情勢、食糧自給、農業の担い手がいなくなる、自然破壊等の悪化
を何とかしたい。
子供のころ、田植え、稲刈りを家族総出で行っていた事を知っているものとし
ては、現状を放置できない。
1950年代の農業は、道の整備、水、池、水路の整備、山仕事もしており、循環
型であった。
自分ひとりではなく多くの人々を巻き込み、ブームを起こしたい。
☆どのようにするか
小規模農家の支援、自然農、機械化、ラジコン、ロボット、自動化、システム
化を推進。

3
推
薦

板野　元次
岡山市北区白
石

農業 74 〇

昭和46年4月～平成30年3月　岡山市役所勤務
平成17年4月～平成26年3月　岡山地区農業共済組
合評価委員
平成23年度～平成27年度　岡山地区農業共済組合
西地区協議会会長
平成26年6月～平成28年6月　岡山地区農業共済組
合監事
平成29年7月～令和2年7月　岡山市農業委員会農
地利用最適化推進委員
令和2年7月～現在　岡山市農業委員会農業委員

現在、専業農家として水稲、麦作及び
野菜を3.4ha程度耕作中です。

〇 〇 板野　實 農業 90 〇

地域に根差した活力ある農業、農村社会を目指しながら、地域農業者のリー
ダーとして情熱を持って活動しており、今後とも近代的農業に即応した農業の
振興に努力するものと期待しております。

推薦の理由

応募の理由

【農業委員会の委員】　被推薦者・応募者（受付順）
第一農業委員会　定数１７人以内　被推薦者・応募者数  ３人
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経　　歴 農業経営の状況等 認定農業者
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